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藤枝特別支援学校焼津分校で樹木剪定のお手伝いをしました (2025年 2月 28日) 

令和 7年 2月 28日（金）、静岡県立藤枝特別支援学校焼津分校にて、緑化活動の一環として樹木剪定を体験して

もらいました。参加者は高等部 1年生、2年生の 8名です。指導は、富士昌造園の村田昌弘さんと加藤造園の加藤

浩良さんにお願いしました。指導者が切除すべき枝（忌み枝）を説明した後、剪定ばさみで実演しました。生徒は、最

初は 1本 1本切除してよいか指導者に確認していましたが、要領がわかってくると、株元のひこばえや脚立を使って

枯れ枝などを切りました。樹木手入れの楽しさを感じてくれたようです。 

  

切除すべき枝（忌み枝）の説明 指導者による実演 

  

一本一本確認しながら切除する生徒 脚立を使って枯枝を切除 

  

技術研修会「高所作業車と伐採」を開催しました (2025年 2月 19日) 

令和 7年 2月 19日（水）静岡市内にて「高所作業車と伐採」をテーマにした技術研修会を開催し会員 16名が受講

しました。講師に、山梨県北杜市で電線の支障木伐採などを事業展開している(株)小池組 代表 小池 勲氏をお迎

えして、樹木の安全な伐採方法、高所作業車を使用する場合の事故防止対策、電線の近接工事をする場合の注意

事項などについて説明していただきました。また、研修修了後には、工具メーカーにもお越しいただき、高所作業車で

も使用頻度が高い最新の充電式園芸工具の実演も行いました。 

https://www.midorinotakara.org/post-353.html
https://www.midorinotakara.org/post-352.html
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会場の様子 電線の実物で説明する講師 

 

  

充電式電動工具を説明する工具メーカーの

担当者 
  

  

学生体験就労支援事業 第 2回講座「剪定技術」を開催しました (2025年 2月 7日) 

令和 7年 2月 7日（金）午前 10時 50分～12時 40分、県立静岡農業高等学校において、当協会の学生体験就

労支援事業の一環として、「剪定実習」を行いました。参加者は同校環境科学科（環境緑化系列）の 2年生 20名、

指導は当協会中部支部から 17社 19名が参加しました。当協会中部支部の小林支部長の挨拶の後、生徒は各指

導員について、校舎南側にある樹木を剪定しました。短時間でしたが、実地で直接指導を受けながら授業で習った剪

定方法を再確認していました。 

https://www.midorinotakara.org/post-351.html
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公共緑化技術研修会「造園樹木の育成・管理」を開催しました (2025年 1月 30日) 

令和 7年 1月 30日、静岡市葵区内にて、静岡県造園施工管理技士会との共催で公共緑化技術研修会を開催しま

した。会員のほか県や市町の職員ら 40名が参加しました。講師に、（一社）日本庭園協会会長で農学博士の内田均

氏をお招きし、「造園樹木の育成・管理」を演題に、街路樹の植栽実態調査結果から浮き彫りになった樹木管理の課

題のほか、具体的な剪定方法等について解説していただきました。 

 

 

講師：（一社）日本庭園協会 会長 内田 

均氏 
会場の様子 

  

学生体験就労支援事業 第 1回講座「ドローン教室」を開催しました (2025年 1月 21日) 

令和 7年 1月 21日（火）、静岡県立静岡農業高等学校において、学生体験就労支援事業の第 1回講座「ドローン

教室」を開催しました。受講したのは、環境科学科（環境緑化系列）の 2年生 22名。講師は本協会会員でドローンビ

レッジ富士の代表の望月紀志氏にお願いしました。 

はじめに、教室内で、ドローン操作に必要な資格、飛行させる場合のルール、造園建設業をはじめとしたビジネス分野

における活用事例の説明を受けました。 

校内の圃場に移動し、散布用ドローンの自動飛行による散水や、40㎏まで吊り上げられる運搬用大型ドローンの実

演を行いました。また、生徒たちも、撮影用小型ドローンを体験しました。 

https://www.midorinotakara.org/post-350.html
https://www.midorinotakara.org/post-349.html
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なお、2月には第 2回講座として本協会中部支部会員の協力を得て、校内の樹木剪定の実習を行う予定です。 

  

源平副会長のあいさつに続いて、望月講師

が、ドローンを飛行させる場合のルールや

活用事例を説明。 

散布用ドローンにタンク（水）をセットする望

月講師 

 

 

運搬用ドローンから吊り下げロープを降ろす

講師 

手のひらから自動で離着陸（講師操作）する

撮影用小型ドローンを体験する生徒たち 

  

藤枝特別支援学校焼津分校で緑化活動のお手伝いをしました (2025年 1月 17日) 

令和 7年 1月 17日（金）、藤枝特別支援学校焼津分校の園芸活動をお手伝いしました。 

高等部 1～3年生の園芸班 13名と先生らが参加して菜園の土壌改良を行いました。 

指導は、富士昌造園の村田昌弘さん、加藤造園の加藤浩良さん、また、協会からは土壌改良材を提供しました。 

https://www.midorinotakara.org/post-348.html
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天地返し 土壌改良の目的を説明 

  

土壌改良材散布 小型耕運機で耕運 

  

鈴木静岡県知事へ年始のご挨拶をしました。 (2025年 1月 7日) 

令和 7年 1月 7日（火）江間会長が県庁を訪れ鈴木康友静岡県知事に年始挨拶をしました。 

知事室には、（公財）静岡県グリーンバンクの鈴木理事長、八木専務理事と一緒に入室しましました。 

森副知事、増井副知事、池ヶ谷くらし・環境部長に挨拶をしました。 

 

https://www.midorinotakara.org/post-347.html
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左から静岡県グリーンバンクの八木専務、

鈴木理事長 

鈴木知事、江間会長 

  

会報誌「緑の宝 2025新年号（№81）」を発行しました。 (2025年 1月 6日) 

「緑の宝 2025新年号（№81）」はこちらです。 

（掲載内容） 

・会長あいさつ 

・知事あいさつ 

・緑の相談所開設、技術研修会ほか 

  

鮮明な画像で見たい方は、外部の地域特化型電子書籍ポータルサイト 

「しずおかイーブックス」でご覧ください。 

https://www.shizuoka-ebooks.jp/?post_type=bookinfo&p=13283 

県立富士特別支援学校の緑化活動をお手伝いしました (2024年 10月 22日) 

令和 6年 10月 22日、静岡県立富士特別支援学校（富士市大淵）において、花苗移植をお手伝いしました。活動に

参加したのは中学部１年生、2年生、3年生の緑化班の生徒 18名。プランタ―へ培土を入れる班と、3種類の花苗

（パンジー、ヴィオラ、アリッサム）を移植する班に分かれておこないました。また、前日までに校庭内の低木の剪定も

お手伝いしました。 

  

花苗の移植方法を説明する赤池造園(株)の

赤池隼一さんと、中内まさみさん。 

低木内の除草と刈込のお手伝いをしまし

た。 

  

優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）会員 1名受賞 (2024年 10月 18日) 

国土交通省は 10月 18日、東京都内で 2024年度の「優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）」の顕彰式典

を開催しました。建設マスターとして後進の育成に貢献している建設技能者 452名（うち静岡関係者では 10名）が

受賞しました。本協会からは良知樹園(株)／焼津市の小川  徹 氏（造園工）が受賞しました。 

https://www.midorinotakara.org/202581.html
https://www.midorinotakara.org/image/midorinotakara2025%2881%29.pdf
https://www.shizuoka-ebooks.jp/?post_type=bookinfo&p=13283
https://www.midorinotakara.org/post-343.html
https://www.midorinotakara.org/1-1.html
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小川 徹 氏／良知樹園(株) 

  

「自然共生サイト認定・管理アドバイザー研修会」を開催しました (2024年 10月 16日) 

静岡県（環境ふれあい課）の委託業務として、9月 13日に座学研修、9月 20日に視察研修を開催しました。 

詳しくは、こちらをごらんください。 

  

【建災防県支部主催】安全指導者研修会が開催されました。 (2024年 6月 27日) 

令和 6年 6月 27日（木）建設業労働災害防止協会静岡県支部主催による「安全指導者研修会」が、静岡市内の県

男女協働参画センター「あざれあ」にて開催され、各会員団体の安全指導者ら約 100名が参加しました。 

本協会からは、啓発労働委員会の岩本委員（(有)岩本造園／吉田町）が代表で受講しました。 

はじめの安全講話では、静岡労働局健康安全課主任産業安全専門官の高橋知裕氏が「建設業における労働災害の

発生状況」、静岡県工事検査課技監 藤本拓也氏が「県工事における災害発生状況等」と題して説明しました。 

特別講演では、建設業労働災害防止協会の安全管理士 土屋良直氏が「建設労働災害防止規程の変更に伴う注意

点について」と題して詳しく解説していただきました。 

https://www.midorinotakara.org/post-342.html
https://www.midorinotakara.org/image/20240920_shizenkyoseisaito_kensyu.pdf
https://www.midorinotakara.org/post-340.html
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特別講演 講師 安全管理士 土屋良直氏 

  

ロープ高所作業（樹上）特別教育の講習会を開催しました。 (2024年 6月 17日) 

令和 6年 6月 17日、浜松市緑化推進センター（浜松市中央区大塚町）がある飯田公園において、ロープ高所作業

（樹上）特別教育の講習会を開催しました。この講習は、アーボリスト®トレーニング研究所（ATI）が主催する講座で、

樹上作業に重点を置いた内容となっており、西部地区の会員 13名が受講し、座学（4時間）と実技講習（3時間）を

受けました。午後の実技では、ロープワークやツリークラミングを体験しました。 

  

座学（法令やロープなどの知識） ロープワーク 

https://www.midorinotakara.org/post-339.html
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講師によるデモンストレーション ＭＲＳによるツリークライミングの体験 

  

静岡県建設産業団体連合会会長表彰（会員 2名が受賞） (2024年 5月 22日) 

5月 22日、静岡県建設産業団体連合会（石井源一会長）は、2024年度の会長表彰式を開き、役員等に対する特

別功労者、会員団体の代表者や従業員ら 38人を顕彰しました。当協会からは、ご覧の 2名が受賞されました。石井

会長は、受賞者に対し長年にわたる功績に対し敬意を表し、今後も建設業を支えるリーダーとして、また技術者として

研鑽し業界の発展を通じて地域貢献に力を発揮してほしい」と述べました。 

  

(株)植正園 代表取締役 半田健治様 (有)富士昌造園 専務取締役 村田英雄様 

  

令和 6年度定時総会を開催しました (2024年 5月 10日) 

令和 6 年 5 月 10 日（金）午後 3 時から静岡市葵区の「グランディエールブケトーカイ」において、公益社団法人

静岡県造園緑化協会の「令和 6 年度定時総会」を開催しました。 

議決権のある当協会の 会員 80名のうち、71名（委任状による者を含む）が出席しました。 第１号議案 令和 5年

度事業報告書及び財務諸表等承認の件 第２号議案 令和 6 年度入会金及び年会費の額並びに納入時期及び納

入方法決定の件、第 3号議案 役員選任の件は、満場一致で承認されました。 

総会資料はこちらです。 

https://www.midorinotakara.org/2.html
https://www.midorinotakara.org/6-1.html
https://www.midorinotakara.org/image/20240510_soukai_siryou.pdf
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また、総会議事に先立ち、永らく造園業に従事され、その功績が認められた会員並びに個人の方々に、表彰と記念品

をお贈りいたしました。 

  

総会後に開催された新役員による理事会にて、会長、副会長、専務理事が選定されました 

。懇談会の席上にて報告しました。新役員の名簿はこちらです。 

  

開会のことば（渡井副会長） 会長挨拶（渡邉会長） 

 

 

来賓祝辞（静岡県 池ヶ谷くらし・環境部長

様） 
御来賓のみなさま 

https://www.midorinotakara.org/membershokaipage.html
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会長表彰受賞者のみなさま 

(株)静岡グリーンサービス様、渡邉進様、山

本洋史様、木下広善様、原田雅史様、岡 

浩 様 

令和 5年度静岡県優秀施工者知事表彰受

賞（駿河緑地造成(株)鈴木良明様（右） 

  

総会 会場の様子 閉会のことば（寺田副会長） 

  

懇談会 新会長挨拶（江間正章会長） 懇談会 会場の様子 

  


